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あらまし：本稿では，PLEsのプラットフォームの一つである Graasp（グラスプ）を用いて，学習者自ら

が自分の学習環境を整えるためのフレームワークを提案する．Graasp 上にスペースを用意し，その下位

に自己調整学習サイクルに基づき〔計画〕〔学習中〕〔リフレクション〕の 3つを用意して，外部ツールと

連携させることを検討した． 
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1. はじめに 

ICT の発展によって，SNS（Social Networking 

Service），Wiki，ブログといったツールが一般に普及

し，e ラーニングでの利用も増えている．学習者は

これらのツールを用いて自らの学習環境を整えるこ

とが可能であるが，個々の学習者にマッチした最適

な学習環境とはどのようなものか，個別化された学

習環境（PLEs：Personal Learning Environments）の研

究が求められている． 

PLEsとは，個人が自らの目標に向かい，自らの学

習をコントロールし，他者との協調的な学びを最適

に行うために使用する，さまざまな支援ツールやソ

フトウェアの総称である(1)．たとえば，ある SNSを

基盤とし，必要に応じてプラグインやアドオンと呼

ばれる追加機能を用いて拡張する．そして学習資源

となる資料（PDFや動画）へリンクを張ったり，学

習者同士でディスカッションをしたり，学習成果物

をアップロードしたりと，自分好みに学習環境を整

えていくことが考えられる．e ラーニングで一般的

に用いられている LMS（Learning Management System）

は教授者が学習環境を整えるが，PLEsは個々の学習

者が目的に応じて多様なツールを組み合わせ，自ら

学習環境をカスタマイズできる点が特徴である． 

本研究では，自己調整学習理論に基づき，PLEs

のプラットフォームの一つである Graasp（グラスプ）

を用いて，学習者自らが自分の学習環境を整えるた

めのフレームワークを提案する． 

 

2. Graasp 
Graasp（2）とは，EU で開発された学習プラットフ

ォームである．近年の Graasp は，2012年～2016年

の Go-lab プロジェクト(3)や 2017 年から始まった

Next-Lab プロジェクト(4)において，初等中等対象の

科学技術教育用オンラインコンテンツ（コース）を，

教員が共同開発・共有するためのオーサリング環境

として利用されている． 

しかし，もともとは 2009年～2013年の ROLEプ

ロジェクト(5)において，学習者自身が自分の学習環

境を作り込むためのプラットフォームとして開発さ

れた．そもそもシステム名は「grasping resources, apps, 

activity spaces, and people」に由来しており，さまざ

まなリソース，アプリケーション，活動，スペース

（活動する場），そして人々を，一挙につかみ取るこ

とができるというイメージが伺える． 

Graasp が PLEs として活用された例として，中国

の大学におけるヒューマンコンピュータインタラク

ションの授業や，ヨーロッパにおける博士課程の学

生対象のワークショップなどが報告されている(5)． 

しかし，前述したとおり近年は Graasp を用いた

STEM 教育が盛んになったためか，機能としては備

わっているにもかかわらず，PLEsのプラットフォー

ムとして活用されることは少ない． 

 

3. 自己調整学習サイクルに基づく PLEs 

自己調整学習理論によると，学習とは「計画」「遂

行または意志的制御」「自己内省」の 3つの段階を繰

り返す終わりのない過程である(6)． 

この学習サイクルの実行を支援する環境として

Graasp上にスペースを用意し，その下位にサブスペ

ースとして〔ガイダンス〕〔計画〕〔学習中〕〔リフレ

クション〕の 4つを用意する（図１）． 

3.1 ガイダンス 

〔ガイダンス〕では自己調整学習サイクルの概要

や〔計画〕〔学習中〕〔リフレクション〕スペースの

利用方法など，全体像を説明するコンテンツを置く． 
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3.2 計画 

本研究では，「計画」において目標設定・学習計画

支援を行う．具体的には〔計画〕スペースの下に，

「学習目標を書く」「学習計画を立てる」の 2つのコ

ンテンツを用意する．「学習目標を書く」では，長期

的な目標と短期的な目標立案の検討を促す．「学習計

画を立てる」では，Googleカレンダーを使用し，具

体的な学習計画を立てる．図 2に示すように，Graasp

では Googleカレンダーの埋め込み表示ができる． 

3.3 遂行または意志的制御 

「遂行または意志的制御」の支援としては学習者

が課題に集中し，遂行の最適化を促すことである．

遂行中の Graasp利用として，学習者が学習コンテン

ツへのリンクを張ったり，参考資料をアップロード

したり，他の学習者とディスカッションをしたりと

いった活動を想定している．Graasp上には，これら

の活動のやり方を紹介するコンテンツや，「学び方を

学ぶ」コンテンツを用意する． 

3.4 自己内省 

「自己内省」段階における自己評価支援ツールの

１つとして，先行研究で開発した「学びのスケッチ

グラフ ver.2」(7)を用いることを提案する．「学びのス

ケッチグラフ ver.2」は外部ツールとして動作するこ

とを想定している．学習者は，学習活動を週単位で

振り返り，0～10 の 11 段階で自己評価し，グラフ

を記述する．振り返る内容は「努力」と「得られた

成果」など，教員が適宜設定する．現時点では開発

途中であるが，学習者は一定の区切りで自分が描画

したグラフを Graasp へ張り付けられるようにする

（図 3）．学習者はこれまでの学習過程を眺め，Graasp

上でリフレクションレポートを作成する．最後に学

習目標と学習計画を見直すメッセージを提示する． 

 

4. おわりに 

本研究では，PLEsのプラットフォームの一つであ

る Graaspを用いて，学習者自らが自分の学習環境を

整えるためのフレームワークを提案した．今後は関

連ツールの開発を進めるとともに，自己調整学習サ

イクルの各段階で利用できる既存ツールをいくつか

提案し，学習者が選択できるようにしたい．そして，

本提案の有用性を評価していくことが課題である． 

 

 
図 1 自己調整学習サイクルのスペース 

 
図 2 Googleカレンダーを埋め込んだイメージ 

 

 
図 3 学びのスケッチグラフ（開発中）を 

埋め込んだイメージ 
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